
SEM031-P15 会場:コンベンションホール 時間: 5月26日17:15-18:45

AMT法において、磁場参照点の違いがMT応答関数に与える影響につい
て－山崎断層系琵琶甲断層の例－

How do AMT response functions vary by the different magnetic
reference data? - An example of the Biwako Fault -
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山崎断層系は岡山県美作市から兵庫県三木市にかけて北西－南東方向に80km以上にわたっての
びる西南日本を代表する活断層系である。活動度の違いから北西部(大原断層、土万断層、安富
断層、暮坂峠断層)と南東部(琵琶甲断層、三木断層)に区分されている。従来の山崎断層系におけ
る地球物理学的調査は北西部を中心に進められており、南東部の調査はあまり進んでいない。そ
こで，琵琶甲断層（兵庫県加西市に位置し、約8kmの左横ずれ断層）を対象として地磁気地電流
法の一種であるAMT法（Audio-frequency Magnetotelluric法）を用いて地下比抵抗構造探査を行
った。
 琵琶甲断層は断層の南側には電化されている鉄道（JR山陽線ほか）が走り、また断層周辺には
多くの人が住んでいるので、人工的電磁気雑音が多いと予想される地域である。一方、精度良い
地下構造を推定するためには、推定誤差が小さく、かつ安定したMT応答関数を決定することが
重要である。このように人工的電磁気雑音が多い地域で、高精度のMT応答関数を得るために
は、Remote-reference法(Gamble et al., 1987)が有力であるが、効果を上げるためには、適切な参
照磁場点が重要である。しかし、AMT法においては、「適切な」参照磁場点に関する考察が十分
とは言えない。本研究では、まず、複数の参照磁場点を設け、磁場参照点の違いがMT応答関数
に与える影響を調べた。次に、これらの結果を元に山崎断層系琵琶甲断層の地下比抵抗構造の推
定を行った。
 観測は2009年9月14-18日に実施した。加西市琵琶甲町付近で琵琶甲断層に直交するように長
さ約8kmの測線を設定し、この測線上の7点でAMT観測をおこなった。観測にはカナダの
Phoenix Geophysics社製のMTU-5Aシステムを使用し、各観測点では磁場3成分と電場2成分を測
定した。観測時間は18時から翌朝8時の14時間で、解析には人工的なノイズが少ないと思われる
0時から5時のデータを用いた。
 参照磁場点として，次の４つを設定した。
[1]琵琶甲断層周辺観測点の一つ(琵琶甲断層付近)
[2]琵琶甲断層から約15km離れた地点(兵庫県市川町笠形山)
[3]琵琶甲断層から約300km離れた地点(富山県南部有峰湖湖畔)
[4]琵琶甲断層から約700km離れた地点(岩手県南部沢内)
[1]～[3]の地点ではMTU-5Aシステムを用いて琵琶甲断層の観測点と同じサンプリングスケジュ
ールで測定をおこなった。[4]では株式会社新日鉄鉱コンサルタントがMT観測を常時しており、
このデータを使用させて頂いた。ただし、サンプリングスケジュールが琵琶甲断層の観測点とは
異なっており、データ収録時間の重なりは少ない。



 解析およびその結果から5つの事が明らかになった。
(1)[1]ではMT応答関数に大きな改善は認められなかった。
(2)[2]と[3]では、60Hz、120Hz付近（西南日本の商業電源の周波数帯とその高調波に相当）の
MT応答関数が隣接する周波数の応答関数と滑らかに連続するようになった。
(3)[2]ではデットバンド(900～3000Hz)とよばれる自然界の電磁場信号が弱い周波数帯およびそ
れより高い周波数帯のMT応答関数が滑らかに連続するようになった。
(4)[3]では10Hz以下で，MT応答関数の改善が認められた。
(5)[4]では低周波数帯で[3]と同様な効果が得られたが、特に低周波数側でエラーバーが大きくな
った。これは、サンプリングスケジュールが異なり使用可能なデータ数が少ないためと思われ
る。
 上記の処理から得られたMT応答関数をもとに推定された琵琶甲断層の地下比抵抗構造につい
ても言及する予定である。
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